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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】通信環境や自機の状態を把握した上で、効率的
、かつ、確実に医用情報を遠隔地に送信することのでき
る超音波診断装置、医用情報転送システム及び医用情報
転送プログラムを提供する。
【解決手段】超音波の送受波を行う超音波振動子を備え
る超音波プローブＰと、超音波振動子を駆動して超音波
ビームの送受信を行う超音波送受信部１ｋと、超音波送
受信部１ｋを介して得られた被検体の内部情報を基に医
用画像を生成する画像生成部１ｌと、自機の通信環境に
関する情報、自機の内部状況に関する情報のいずれか一
方、または両方に基づいて、転送条件を設定するプリセ
ット内容設定部１０と、転送条件に基づいて、転送対象
となる医用画像、医用画像から得られる計測情報を含む
医用情報をサブセットデータとして生成する転送データ
生成部３０と、通信ネットワークを介して接続される外
部端末へサブセットデータを転送する通信制御部１ｈと
を備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波の送受波を行う超音波振動子を備える超音波プローブと、
　前記超音波振動子を駆動して超音波ビームの送受信を行う超音波送受信部と、
　前記超音波送受信部を介して得られた受信信号を基に医用画像を生成する画像生成部と
、
　自機の通信環境に関する情報、自機の内部状況に関する情報のいずれか一方、または両
方に基づいて、転送条件を設定するプリセット内容設定部と、
　前記プリセット内容設定部によって設定される前記転送条件に基づいて、転送対象とな
る前記医用画像、前記医用画像から得られる計測情報を含む医用情報をサブセットデータ
として生成する転送データ生成部と、
　通信ネットワークを介して接続される外部端末へ前記サブセットデータを転送する通信
制御部と、
　を備えることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記プリセット内容設定部は、
　前記自機の通信環境を監視する通信環境監視部と、
　前記自機の内部状況を監視する内部状況監視部と、
　前記通信環境監視部と前記内部状況監視部とからの情報を基に、最適な前記転送条件を
判断し設定する判断部と、
　前記転送条件を予め記憶する推奨プリセット記憶部と、
　前記医用情報に対して転送の順序についての優先度に関する情報を設定する優先度設定
部と、
　を備えることを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記通信環境監視部において監視される前記自機の通信環境に関する情報には、少なく
とも前記通信ネットワークにおける情報の転送速度、若しくは、前記通信ネットワークへ
の接続の安定性に関する情報が含まれることを特徴とする請求項１または請求項２に記載
の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記内部状況監視部において監視される前記自機の内部状況に関する情報には、少なく
とも前記医用画像を記憶する記憶部の空き容量に関する情報、若しくは、自機へ電力を供
給するバッテリの残量に関する情報が含まれることを特徴とする請求項１または請求項２
に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記判断部は、前記転送条件の設定に当たり、前記転送条件を表示部に表示させること
を特徴とする請求項１ないし請求項４のいずれかに記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記転送データ生成部は、
　転送対象となる前記医用情報をオリジナルとなる医用情報の中から特定する選択医用情
報特定部と、
　特定された医用情報を前記オリジナルとなる医用情報から抽出する医用情報抽出部と、
　抽出された医用情報を転送対象となる前記医用情報として前記サブセットデータに生成
するサブセットデータ生成部と、
　前記サブセットデータに付加される前記オリジナルとなる医用情報との区別のためのサ
ブセットデータ情報を格納するサブセットデータ情報格納部と、
　備えることを特徴とする請求項１ないし請求項５のいずれかに記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記サブセットデータ生成部は、転送対象となる前記医用情報に対して前記優先度設定
部によって付加される優先度に関する情報の有無を基に、前記優先度に関する情報が付加
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される前記医用情報については、前記優先度の高い順に前記外部端末へ転送する第１のモ
ードを採用して転送を行い、前記優先度に関する情報が付加されない前記医用情報につい
ては、前記医用情報が取得された順に前記外部端末へ転送する第２のモードを採用して転
送を行うことを特徴とする請求項６に記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　請求項１ないし請求項７のいずれかに記載の超音波診断装置と、
　前記超音波診断装置から転送される医用情報であるサブセットデータを受信し管理する
超音波診断画像処理装置と、
　前記超音波診断装置と前記超音波診断画像処理装置とが接続される通信ネットワークと
、
　を備えることを特徴とする医用情報転送システム。
【請求項９】
　前記超音波診断画像処理装置は、
　前記通信ネットワークを介して前記サブセットデータを受信するデータ受信部と、
　前記データ受信部が受信した前記サブセットデータの格納処理を行うデータ処理部と、
　前記サブセットデータや前記サブセットデータの基であるオリジナルとなる医用情報を
格納するデータベースと、
　を備えることを特徴とする請求項８に記載の医用情報転送システム。
【請求項１０】
　前記データ処理部は、
　前記サブセットデータの基である前記オリジナルとなる医用情報を確認するオリジナル
データ確認部と、
　前記オリジナルとなる医用情報から抽出されたサブセットデータを特定し、前記データ
ベースから該当する前記サブセットデータを抽出するサブセットデータ抽出部と、
　前記サブセットデータ抽出部によって抽出された前記サブセットデータを削除し、前記
オリジナルとなる医用情報を前記データベースに格納する判断部と、
　を備えることを特徴とする請求項９に記載の医用情報転送システム。
【請求項１１】
　前記サブセットデータの削除に当たっては、前記判断部は、前記サブセットデータが備
えるサブセットデータ情報を基に削除の可否を判断することを特徴とする請求項１０に記
載の医用情報転送システム。
【請求項１２】
　自機の通信環境を監視するステップと、
　前記自機の内部状況を監視するステップと、
　前記通信環境と前記内部状況との監視結果から最適な推奨プリセットを提示するステッ
プと、
　選択されたプリセット内容に基づいて検査処理を行うステップと、
　前記検査処理終了後に再度前記自機の通信環境を監視するステップと、
　再度の監視によっても前記通信環境に変化がない場合に、前記検査処理にて収集された
医用情報の中から転送対象とされる医用情報を抽出するステップと、
　抽出された前記転送対象とされる医用情報にサブセットデータ情報を付加し、サブセッ
トデータを生成するステップと、
　前記サブセットデータを超音波診断画像処理装置へ転送するステップと、
　を超音波診断装置が備えるコンピュータに実行させることを特徴とする医用情報転送プ
ログラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施の形態は、超音波診断装置、医用情報転送システム及び医用情報転送プロ
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グラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、被検体内部の情報を収集し、この収集された医用情報に基づいて被検体内部の診
断を行う、例えば、超音波診断装置のような医用診断装置が用いられるようになっている
。また、医療機関内等に固定設置されて使用される据え置き型の超音波診断装置だけでは
なく、在宅治療、災害現場、或いは、戦場といった屋外での使用が求められることから、
このニーズに応じて携行用の超音波診断装置も使用されるようになってきている。
【０００３】
　実際に屋外にて携行用超音波診断装置が使用される場合には、検査によって取得された
医用画像を用いて診断する、或いは、搬送される患者（被検体）の手術の準備を行うため
に、携行用超音波診断装置が使用された場所とは別の場所にある医療機関に医用画像が転
送される。
【０００４】
　但し、医用画像を転送する際の通信環境は、医療機関内に設置される超音波診断装置に
比して携行用の超音波診断装置の場合、常に十分な状態が確保されているとは限らない。
その際に如何に取得された医用画像を転送するかについて、以下の特許文献１では、次の
ように開示されている。
【０００５】
　すなわち、特許文献１では、医用画像を分割し、或いは圧縮し、受信側では受け取った
医用画像を結合、或いは、復元する構成とし、通信状況に応じて伝送量を削減することで
診断に必要なデータの画質を落とさずに伝送することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００８－１４２１５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記特許文献１において開示されている発明では、次の点について配慮
がなされていない。
【０００８】
　すなわち、携行用超音波診断装置はその可搬性から、使用場所によっては必ずしも通信
環境が良好である、或いは、安定している場所とは限らない場合も出てくる。従って、通
信環境に応じて医用画像を効率的に転送できなければならないが、上記特許文献１での医
用画像の転送は、転送に当たって分割、或いは、圧縮と言った処理が必要となるため、転
送に当たって必ずしも効率的とは言えない可能性がある。
【０００９】
　また、携行用であるが故に外部電源が確保できない場合も想定され、その場合は、超音
波診断装置をバッテリのみで駆動しなければならなくなる。従って、バッテリが持つだけ
の時間内に検査処理はもちろんのこと、医用画像の保存、通信ネットワークを介した遠隔
地の医療機関への医用画像の転送処理まで完了させてしまわなければならない。このよう
な状況下で、転送の対象となる医用画像を分割、圧縮しなければならないとすれば肝心の
転送処理が行われる際には既にバッテリが切れてしまっている、といったことにもなりか
ねない。
【００１０】
　本発明は上記課題を解決するためになされたものであり、本発明の目的は、通信環境や
自機の状態を把握した上で、効率的、かつ、確実に医用情報を遠隔地に送信することので
きる超音波診断装置、医用情報転送システム及び医用情報転送プログラムを提供すること
にある。
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【課題を解決するための手段】
【００１１】
　請求項１に記載の発明の特徴は、超音波診断装置において、超音波の送受波を行う超音
波振動子を備える超音波プローブと、超音波振動子を駆動して超音波ビームの送受信を行
う超音波送受信部と、超音波送受信部を介して得られた受信信号を基に医用画像を生成す
る画像生成部と、自機の通信環境に関する情報、自機の内部状況に関する情報のいずれか
一方、または両方に基づいて、転送条件を設定するプリセット内容設定部と、プリセット
内容設定部によって設定される転送条件に基づいて、転送対象となる医用画像、医用画像
から得られる計測情報を含む医用情報をサブセットデータとして生成する転送データ生成
部と、通信ネットワークを介して接続される外部端末へサブセットデータを転送する通信
制御部とを備える。
【００１２】
　請求項８に記載の発明の特徴は、医用情報転送システムにおいて、超音波の送受波を行
う超音波振動子を備える超音波プローブと、超音波振動子を駆動して超音波ビームの送受
信を行う超音波送受信部と、超音波送受信部を介して得られた受信信号を基に医用画像を
生成する画像生成部と、自機の通信環境に関する情報、自機の内部状況に関する情報のい
ずれか一方、または両方に基づいて、転送条件を設定するプリセット内容設定部と、プリ
セット内容設定部によって設定される転送条件に基づいて、転送対象となる医用画像、医
用画像から得られる計測情報を含む医用情報をサブセットデータとして生成する転送デー
タ生成部と、通信ネットワークを介して接続される外部端末へサブセットデータを転送す
る通信制御部とを備える超音波診断装置と、超音波診断装置から転送される医用情報であ
るサブセットデータを受信し管理する超音波診断画像処理装置と、超音波診断装置と超音
波診断画像処理装置とが接続される通信ネットワークとを備える。
【００１３】
　請求項１２に記載の発明の特徴は、超音波診断装置が備えるコンピュータに実行させる
ことを特徴とする医用情報転送プログラムにおいて、自機の通信環境を監視するステップ
と、自機の内部状況を監視するステップと、通信環境と内部状況との監視結果から最適な
推奨プリセットを提示するステップと、選択されたプリセット内容に基づいて検査処理を
行うステップと、検査処理終了後に再度前機の通信環境を監視するステップと、再度の監
視によっても通信環境に変化がない場合に、検査処理にて収集された医用情報の中から転
送対象とされる医用情報を抽出するステップと、抽出された転送対象とされる医用情報に
サブセットデータ情報を付加し、サブセットデータを生成するステップと、サブセットデ
ータを超音波診断画像処理装置へ転送するステップとを備える。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施の形態における医用情報転送システムの全体構成を示すブロック図
である。
【図２】本発明の実施の形態における超音波診断装置の内部構成を示すブロック図である
。
【図３】超音波診断装置内のプリセット内容設定部の内部構成を示すブロック図である。
【図４】超音波診断装置内の転送データ生成部の内部構成を示すブロック図である。
【図５】超音波診断画像処理装置内のデータ処理部の内部構成を示すブロック図である。
【図６】本発明の実施の形態における医用情報の転送の流れを示すフローチャートである
。
【図７】本発明の実施の形態における医用情報の転送の流れを示すフローチャートである
。
【図８】自機の通信環境や自機の内部状況を基に予め定められている転送条件の一例を示
すテーブルである。
【図９】表示部に表示される推奨プリセットの内容を示す画面例である。
【図１０】転送対象となる医用情報の特定の際に表示される画面例である。
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【図１１】転送対象となる医用情報の選択の際に表示される画面例である。
【図１２】転送対象となる医用情報の選択の際に表示される画面例である。
【図１３】超音波診断画像処理装置がオリジナルとなる医用情報を受信した際の格納処理
の流れについて示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００１６】
　図１は、本発明の実施の形態における医用情報転送システムＳの全体構成を示すブロッ
ク図である。医用情報転送システムＳは、超音波診断装置１及び超音波診断画像処理装置
２、そしてこれら両者が接続する通信ネットワーク３とから構成される。
【００１７】
　図１に示す医用情報転送システムＳでは、通信ネットワーク３に３つの超音波診断装置
１Ａないし１Ｃ（以下、適宜これら複数の超音波診断装置をまとめて「超音波診断装置１
」と表わす。）が接続されているが、通信ネットワーク３に接続される超音波診断装置１
の数は単数、或いは、複数のいずれでも良く、その数は任意である。
【００１８】
　なお、図１では、超音波診断装置１と通信ネットワーク３とを実線でつなげて示し、通
信経路が確保されていることを表わしている。但し、実際に有線で両者が接続ことを示し
ているものではない。すなわち、超音波診断装置１が通信ネットワーク３に接続するに際
して、その接続方法は有線でも無線でも良い。
【００１９】
　一方、図１に示す医用情報転送システムＳにおいては、１つの外部端末である超音波診
断画像処理装置２が通信ネットワーク３に接続されている。但し、複数の超音波診断画像
処理装置２が通信ネットワーク３に接続されていても良い。また、超音波診断画像処理装
置２は、医療機関内に設置されていると考えられる。従って、この設置形態であれば、超
音波診断画像処理装置２は、有線で通信ネットワーク３に接続されていると考えるが、無
線で通信ネットワーク３と接続されることを排除するものではない。
【００２０】
　通信ネットワーク３の例としては、インターネット等のネットワークを挙げることがで
きる。また、超音波診断装置１や超音波診断画像処理装置２の通信ネットワーク３への接
続については、例えば、光ファイバやＡＤＳＬといった有線であっても、例えば、Ｗｉ－
Ｆｉ等の無線を利用する通信環境であっても良い。
【００２１】
　図２は、本発明の実施の形態における超音波診断装置１の内部構成を示すブロック図で
ある。なお、本発明の実施の形態における超音波診断装置１は、医療機関内に設置される
状態を否定するものではないが、より好ましくは、携行型の超音波診断装置である。従っ
て医療機関からは離れて使用されることが前提であり、その駆動はコンセントから供給さ
れる電源または、内蔵、或いは、外付けのいずれでも良いがバッテリによって行われる。
【００２２】
　超音波診断装置１は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１ａと、ＲＯＭ(Read Only 
Memory)１ｂと、ＲＡＭ（Random Access Memory）１ｃ及び入出力インターフェイス１ｄ
がバス１ｅを介して接続されている。入出力インターフェイス１ｄには、入力部１ｆと、
表示部１ｇと、通信制御部１ｈと、記憶部１ｉと、リムーバブルディスク１ｊと、超音波
送受信部１ｋとが接続されている。
【００２３】
　この超音波送受信部１ｋには、患者（被検体）に直接接触し、超音波の反射をもって被
検体内部の情報を取得する超音波プローブＰが接続されている。超音波プローブＰは、超
音波の送受波を行う超音波振動子を備えており、超音波送受信部１ｋからの指示に基づき
この超音波振動子が駆動する。超音波プローブＰが収集した被検体に関する内部情報は、



(7) JP 2013-111100 A 2013.6.10

10

20

30

40

50

超音波送受信部１ｋにて受信され、入出力インターフェイス１ｄを介して画像生成部１ｌ
に送られて医用画像として生成される。
【００２４】
　さらに入出力インターフェイス１ｄには、プリセット内容設定部１０と、転送データ生
成部３０とが接続されている。
【００２５】
　ＣＰＵ１ａは、入力部１ｆからの入力信号に基づいてＲＯＭ１ｂから超音波診断装置１
を起動するためのブートプログラムを読み出して実行し、記憶部１ｉに格納されている各
種オペレーティングシステムを読み出す。またＣＰＵ１ａは、入力部１ｆや入出力インタ
ーフェイス１ｄを介して、図２において図示していないその他の外部機器からの入力信号
に基づいて各種装置の制御を行う。さらにＣＰＵ１ａは、ＲＡＭ１ｃや記憶部１ｉ等に記
憶されたプログラム及びデータを読み出してＲＡＭ１ｃにロードするとともに、ＲＡＭ１
ｃから読み出されたプログラムのコマンドに基づいて、画像生成のための処理やサブセッ
トデータの超音波診断画像処理装置２への転送、データの計算、加工等、一連の処理を実
現する処理装置である。
【００２６】
　入力部１ｆは、超音波診断装置１の操作者（例えば、医師や検査技師）が各種の操作を
入力するキーボード、ダイヤル等の入力デバイスにより構成されており、操作者の操作に
基づいて入力信号を作成しバス１ｅを介してＣＰＵ１ａに送信される。また、超音波診断
装置１には、キーボード等だけでなく専用の操作パネルが設けられていても良く、その操
作パネル上の入力デバイスを介して操作画面に対する操作を行うこともできる。
【００２７】
　表示部１ｇは、例えば液晶ディスプレイである。この表示部１ｇは、ＣＰＵ１ａからバ
ス１ｅを介して出力信号を受信し、例えばサブセットデータの生成に当たって対象となる
医用情報を選択する際の医用情報、検査処理の際や画像処理を行う際の諸条件の設定を行
うに当たって必要な画像等、或いはＣＰＵ１ａの処理結果等を表示する。
【００２８】
　通信制御部１ｈは、ＬＡＮカードやモデム等の手段であり、超音波診断装置１をインタ
ーネット等の通信ネットワーク３に接続することを可能とする手段である。通信制御部１
ｈを介して通信ネットワーク３と送受信したデータは入力信号または出力信号として、入
出力インターフェイス１ｄ及びバス１ｅを介してＣＰＵ１ａに送受信される。本発明の実
施の形態においては、通信ネットワーク３を介して外部端末たる超音波診断画像処理装置
２へサブセットデータの転送を行う。
【００２９】
　記憶部１ｉは、半導体や磁気ディスクで構成されており、ＣＰＵ１ａで実行されるプロ
グラムやデータが記憶されている。また、超音波診断装置１を使用して得られた医用情報
についても記憶部１ｉに記憶される。
【００３０】
　リムーバブルディスク１ｊは、光ディスクやフレキシブルディスクのことであり、ディ
スクドライブによって読み書きされた信号は、入出力インターフェイス１ｄ及びバス１ｅ
を介してＣＰＵ１ａに送受信される。また、超音波診断装置１を使用して得られた医用情
報について、その全てが含まれるオリジナルとなる医用情報を格納する際にも使用される
。詳細は後述するが、リムーバブルディスク１ｊに格納されたオリジナルとなる医用情報
は、通信ネットワーク３を利用した超音波診断画像処理装置２への転送とは別の手段をも
って超音波診断画像処理装置２へと送られ格納される。
【００３１】
　また、本発明の実施の形態における超音波診断装置１では、以下に説明する転送データ
生成部３０を介して、転送される医用情報の抽出、転送処理が行われるが、医用情報転送
プログラムが記憶部１ｉ、或いは、リムーバブルディスク１ｊに格納されており、コンピ
ュータを構成するＣＰＵ１ａに読み込まれ実行されることにより、医用情報転送システム
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Ｓが超音波診断装置１に実装されることとしても良い。
【００３２】
　画像生成部１ｌは、超音波送受信部１ｋが受信した超音波プローブＰからの信号を元に
被検体内部の情報を超音波画像（医用画像）として生成する。なお、医用画像の生成方法
については既知の技術であることから、ここでの説明は省略する。画像生成部１ｌにて生
成された医用画像は、記憶部１ｉに記憶される。
【００３３】
　プリセット内容設定部１０は、検査処理の際の検査条件、或いは、超音波診断装置１か
ら通信ネットワーク３を介して超音波診断画像処理装置２へ転送される医用情報の転送条
件を設定する。ここで「プリセット内容」とは、自機の通信環境や自機の内部状況を確認
した上で設定される検査条件や転送条件のことである。
【００３４】
　但し、「プリセット内容」は転送条件を意味するとして、どのような状況に自機が置か
れていても予め定められている検査を行い、転送条件に合わせて検査処理の結果得られた
医用情報を選択する構成を採用することも可能である。
【００３５】
　図３は、プリセット内容設定部１０の内部構成を示すブロック図である。プリセット内
容設定部１０は、受信部１１と、通信環境監視部１２と、内部状況監視部１３と、判断部
１４と、推奨プリセット記憶部１５と、優先度設定部１６と、送信部１７とを備える。な
お、プリセット内容設定部１０の機能の詳細については、医用情報の転送の流れを説明す
る中で併せて説明する。
【００３６】
　転送データ生成部３０は、超音波診断装置１が取得した被検体内部の情報（オリジナル
となる医用情報）の中から転送の対象となる医用情報を抽出しサブセットデータを生成す
る。図４は、転送データ生成部３０の内部構成を示すブロック図である。転送データ生成
部３０は、受信部３１と、選択医用情報特定部３２と、医用情報抽出部３３と、サブセッ
トデータ生成部３４と、サブセットデータ情報格納部３５と、送信部３６とから構成され
る。転送データ生成部３０を構成する各部の機能については、医用情報の転送の流れを説
明する中で併せて説明する。
【００３７】
　超音波診断画像処理装置２は、超音波診断装置１から転送された医用情報を格納、保存
管理する装置であり、例えば、サーバが該当する。超音波診断画像処理装置２は、医療機
関内に設置され、通信ネットワーク３と接続されている。また超音波診断画像処理装置２
は、医療機関内においてそれ単独で設置されていても、或いは、医療機関内に構築されて
いる各種システムを構成する一部として設置されていても良い。超音波診断画像処理装置
２は、データ受信部２１と、データ処理部２２と、表示部２３と、データベース２４とか
ら構成される。
【００３８】
　データ受信部２１は、図１に示すように、通信ネットワーク３を介して超音波診断装置
１から転送される医用情報（サブセットデータ）を受信する。データ処理部２２は、超音
波診断画像処理装置２内におけるサブセットデータやオリジナルとなる医用情報等の処理
を行う。表示部２３は、例えば、液晶ディスプレイであり、例えば、データベース２４に
格納される医用情報を表示する。データベース２４は、超音波診断装置１から転送された
サブセットデータやオリジナルとなる医用情報を格納しておく。
【００３９】
　図５は、超音波診断画像処理装置２内のデータ処理部２２の内部構成を示すブロック図
である。データ処理部２２は、受信部２２ａと、オリジナルデータ確認部２２ｂと、サブ
セットデータ抽出部２２ｃと、判断部２２ｄと、送信部２２ｅとから構成される。データ
処理部２２を構成する各部の機能についても医用情報の転送の流れを説明する中で併せて
説明する。
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【００４０】
　なお、以下、「医用情報」とは、超音波診断装置１を使用した検査処理によって得られ
る被検体内部の状態を表わす医用画像や当該医用画像を基に計測されて得られた種々の数
値と言った情報のことである。また、被検体の検査処理を行って得られた全ての医用情報
のことを、「オリジナルとなる医用情報」、或いは、「オリジナルデータ」と表わす。
【００４１】
　次に超音波診断装置１が検査処理を行い、必要とされる医用情報を遠隔地にある超音波
診断画像処理装置２へ転送する流れについて説明する。図６、図７は、本発明の実施の形
態における医用情報の転送の流れを示すフローチャートである。
【００４２】
　超音波診断装置１は、まず通信環境監視部１２が自機の通信環境を監視（チェック）す
る（ＳＴ１）。特に超音波診断装置１が携行用である場合、通常は医療機関から離れた場
所にて使用されることが多い。医療機関内で使用されない場合、超音波診断装置１は、必
ずしも十分な通信環境が確保された場所にて使用されるとは限らない。そのような場所で
の使用にあっても収集した被検体に関する医用情報は、確実に遠隔地にある医療機関に転
送する必要がある。そして、チェックされた通信環境によっては検査内容の特定や転送可
能なデータ量にも影響が生ずるため、超音波診断装置１が使用される場所における通信環
境のチェックは必須のものである。
【００４３】
　なお、ここで「自機」と表わしているのは、医療機関から離れた場所にて使用される超
音波診断装置１のことである。また、通信環境監視部１２において監視される自機の通信
環境に関する情報には、少なくとも通信ネットワーク３における情報の転送速度、若しく
は、通信ネットワーク３への接続の安定性に関する情報が含まれる。
【００４４】
　併せて内部状況監視部１３が自機の内部状況を監視（チェック）する（ＳＴ２）。これ
は超音波診断装置１内における記憶部１ｉの記憶可能容量（空き容量）や、バッテリの残
存量等のチェックである。携行用の超音波診断装置１の場合、自機を駆動するための電源
を十分に確保することが困難な場合も多く、その場合にはバッテリに頼ることになる。但
し、バッテリはその使用状態等によって残存量が大きく左右されることになるため、検査
処理を行った上で取得された医用情報を超音波診断画像処理装置２へ転送する処理まで行
わなければならないことを考えると、事前に自機（超音波診断装置１）がチェックの時点
でどのくらいのバッテリの残存量を備えているかを把握することは大切である。
【００４５】
　また、記憶部１ｉに格納できるデータ量も把握しておかなければ、転送対象となる医用
情報とは別にオリジナルデータを記憶させておくことができなくなる。これでは転送対象
となる医用情報だけではその内容が不足する場合に他の医用情報を補充することができな
くなってしまい、被検体の診断、治療等に支障を来すことにもなりかねない。
【００４６】
　通信環境及び内部状況を確認した上で、判断部１４は、検査処理以降の処理を行う上で
最適な推奨プリセットを表示部１ｇに表示させる（ＳＴ３）。具体的には、ＣＰＵ１ａが
推奨プリセット記憶部１５内に記憶されているプリセット内容を表示部１ｇに表示させる
。なお、プリセット内容は推奨プリセット記憶部１５内ではなく、記憶部１ｉに記憶させ
ておいても良い。
【００４７】
　図８は、通信環境や自機の状態を基に予め定められている転送条件の一例を示すテーブ
ルであり、例えば、推奨プリセット記憶部１５に記憶されている。図８に示されているテ
ーブルには、左から「ケース」、「使用場所」、「通信環境」、「結論」、「表示プリセ
ット」の５つの項目が規定されている。
【００４８】
　例えば、ケース１の場合、「使用場所」は建物内等、通常使用とある。これは、例えば
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在宅医療として医師等が超音波診断装置１を携行して患者（被検体）の居る場所にて検査
等を行う場合が想定される。この場合、「通信環境」はＷｉ－Ｆｉ、ＡＤＳＬ、光ファイ
バ等、被検体が居る場所に敷設等されている通信環境を利用することになるため、多くの
場合、通信路は十分に確保されている。従って、「結論」として被検体の検査処理を行っ
て得られた医用情報の全て（オリジナルデータの全て）を超音波診断画像処理装置２に送
信しても問題はない、と考えられる。
【００４９】
　そこで、プリセット内容設定部１０は、表示部１ｇにオリジナルデータを何らデータ処
理することなく転送可能である旨表示させる。なお、表示部１ｇに表示される際に文言に
ついては、「表示プリセット」に記載されている内容が伝わればどのような表現でなされ
ていても良い。
【００５０】
　また、図７に示すケース４は、超音波診断装置１の使用場所が「戦場」である場合を規
定している。戦場においては、「通信環境」は必ずしも十分に確保されるわけではないこ
とから、「通信不安定」と規定されている。また、超音波診断装置１が使用される状況を
考慮すると、被検体の様子も緊急性が高いと考えられるため、オリジナルデータの中で優
先度の高い医用情報を転送する必要が生ずる。そのため、表示部１ｇへは、総データ量を
規制するとともに、収集データに制限を設定することが可能であり、優先度の高い医用情
報を選択する旨、表示されている。
【００５１】
　なお、ここで「総データ量を規制する」とは、オリジナルデータとして収集可能なデー
タ量の総量として、例えば、５ＭＢに限る、といった内容を示している。また、「収集デ
ータに制限を設定する」とは、例えば、加工していない元データであるＲＡＷデータ等を
収集しない、といったデータの種類によって収集の可否を設定することが可能であること
を示している。従って、このような表示がなされた場合には、ＲＡＷデータ等の収集を行
わないといった選択が可能となる。
【００５２】
　ケース５の「使用場所」として「その他」と示されているが、これは、例えば、離島や
インフラ設備が整っていない海外等を想定している。この場合には、通信環境は全くの通
信不能状態にあるため、超音波診断装置１から超音波診断画像処理装置２への医用情報の
転送は行わず、オリジナルデータを通信ネットワーク３を利用した転送方法以外の方法で
超音波診断画像処理装置２へと送るようにさせる。従って、表示部１ｇには、通信不能で
ある旨が表示されるとともに、オリジナルデータは記憶部１ｉに記憶され、必要に応じて
記憶媒体であるリムーバブルディスク１ｊへと格納する。このリムーバブルディスク１ｊ
は、例えば、郵送等の手段によって超音波診断画像処理装置２へと送られ、超音波診断画
像処理装置２内に格納される。
【００５３】
　図９は、表示部１ｇに表示される推奨プリセットの内容を示す画面例である。画面は大
きく上下に２分割されており、上段には、自機の通信環境及び内部状況のチェック結果が
示されている。図８に示す画面例では、超音波診断装置１のＨＤＤ（Hard Disc Drive）
（記憶部１ｉ）の空き容量（ＨＤＤ残量）として５０ＧＢと示されている。またバッテリ
残量は、２ｈｏｕｒとあることから、このままであれば超音波診断装置１は２時間使用す
ることができることが分かる。さらに通信環境としてＷｉ－Ｆｉの使用が可能であり、２
Ｍｂｐｓ（Bits per second）、すなわち１秒間に２ＭＢのデータを転送することができ
る旨、示されている。
【００５４】
　下段には、通信環境及び内部状況をチェックした結果、超音波診断装置１として推奨さ
れる検査条件、或いは、転送条件（推奨プリセット）が示されている。図９の画面例では
、「収集データ量」が５ＭＢ以下であり、「優先度」はユーザ指定、「ＲＡＷデータ」は
無し、と表示されている。
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【００５５】
　ここで「優先度」とは、プリセット内容設定部１０内に設けられる優先度設定部１６に
よって設定される転送順序に関する優先順位である。上述したように、「優先度」はユー
ザが任意に指定することができる。従って、指定の指示を判断部１４が受信した場合に優
先度設定部１６から優先度に関する情報を取得し、該当する医用情報に付加する。
【００５６】
　この推奨プリセットは、図８に示すテーブルに当てはめると、ケース２に該当する。ケ
ース２は、使用場所が災害現場１であって、通信環境はＷｉ－Ｆｉが利用可能なものの、
一時的に通信トラフィックが高い状態が発生するため、通信不安定になる、といった環境
である。従って、優先度の高い医用情報から転送する必要があるため、図８の下段に示す
ような条件が推奨プリセットとして示される。
【００５７】
　なお、図９の画面は、あくまでも本発明の実施の形態を説明するに当たり必要な項目の
みが示されており、その他の表示内容については、省略している。また、画面例の表示レ
イアウトもあくまでも例示であり、図９に示された画面レイアウトに限定されるわけでは
ない。
【００５８】
　表示部１ｇに推奨プリセットが表示されると、ユーザはこの推奨プリセットを選択する
か否かの判断を求められる（ＳＴ４）。超音波診断装置１は、画面上「ＯＫ」と「修正」
の２つの選択ボタンを表示させる。ここでユーザが「ＯＫ」を選択すると、その信号を超
音波診断装置１が受信して（ＳＴ４のＹＥＳ）、プリセット内容設定部１０が推奨プリセ
ットの内容で検査条件や転送条件を設定する（ＳＴ５）。
【００５９】
　一方、表示部１ｇに表示された推奨プリセットを選択しない場合には（ＳＴ４のＮＯ）
、ユーザは「修正」ボタンを押す。この信号を受信した超音波診断装置１は、ここでは詳
細は省略するが、検査条件、優先度といった転送条件の設定を行うための画面を表示させ
る。この際、ユーザが全く自由に設定することができる画面構成としても良く、また、ユ
ーザが採用しうる条件をリストにして表示させる、といった画面構成を採用することも可
能である。その上で、超音波診断装置１は、プリセット内容の修正指示を受信する（ＳＴ
６）。プリセット内容設定部１０は、受信した修正指示に基づいて条件を設定し直す（Ｓ
Ｔ５）。
【００６０】
　ここから超音波診断装置１を使用した被検体の検査処理が開始される。超音波診断装置
１は、設定されたプリセット（検査条件、転送条件）に基づいて医用情報を収集し、検査
処理が終了する（ＳＴ７ないしＳＴ９）。これで検査対象となる被検体の医用情報、すな
わちオリジナルデータが収集されたことになり、記憶部１ｉに格納される。なお、超音波
診断装置１を使用した検査処理における手順や方法については既知であることから、ここ
では説明を省略する。
【００６１】
　ここで超音波診断装置１は、再度通信環境監視部１２によって通信環境をチェックする
（ＳＴ１０）。被検体の検査処理には一定の時間が掛かる。従って、例えば、通信環境が
「不安定」といった場合、その検査の時間の間に通信環境が変化する可能性もある。この
変化を確認せず、検査処理前に設定された内容に基づいて転送処理が行われると、転送処
理を確実に完了させることができない状況を作出しかねない。そこで、検査処理が終了し
た時点で改めて通信環境をチェックする。
【００６２】
　その結果、通信環境に変化があった場合（ＳＴ１１のＹＥＳ）、再度条件を設定し直し
、その条件に基づいて検査処理が行われる。なお、ここでは再度検査処理を行うことを前
提としているが、再度の検査処理は行わず、例えば、既に得られたオリジナルデータの中
から転送対象となる医用情報を新たな転送条件の下で抽出することとしても良い。
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【００６３】
　次に、超音波診断画像処理装置２に医用情報を転送する流れについて説明する。この処
理の流れについては、図７のフローチャートに示されている。まず、超音波診断装置１の
記憶部１ｉに記憶されたオリジナルデータ（被検体の検査処理によって得られた情報）の
中から転送対象となる医用情報の特定が行われる（ＳＴ１２）。具体的には転送処理が行
われるに当たって、当該処理の開始が指示されると、転送データ生成部３０の選択医用情
報特定部３２が転送対象となる医用情報を特定する。
【００６４】
　図１０は、転送対象となる医用情報の特定の際に表示される画面例である。転送対象と
なる医用情報と特定するに当たっては、表示部１ｇに図１０に示すような画像が表示され
る。図１０においては、検査処理によって得られたオリジナルデータの全てが示されてい
る。ここでは取得された情報そのままではなく、例えば、画像生成部１ｌによって画像処
理された後の医用画像が表示されている。また、表示される医用画像を基に計測等が行わ
れた結果、数値で示される表等も表示されている。
【００６５】
　なお、図１０を含め図１２までの画面例では、あくまでも本発明の実施の形態を説明す
るに当たり必要な項目のみ示されており、その他の表示内容については適宜省略している
。また、画面例の表示レイアウトもあくまでも例示であり、図１０ないし図１２に示され
た画面レイアウトに限定されるわけではない。
【００６６】
　図１０に示す画面例では、１０枚の医用情報が表示されている。本発明の実施の形態に
おいては、このうち番号８及び９が振られている２枚の医用情報が転送対象の医用情報と
して特定された場合を例に挙げて説明する。医用情報の特定に当たっては、表示部１ｇに
表示された医用情報の中からユーザが任意に特定しても良く、或いは、プリセット内容に
基づいて超音波診断装置１が自動的に特定しても良い。
【００６７】
　図１１は、番号８として示される医用画像であり、ドプラモードで表示されている。ま
た、図１２は、番号９として示される、医用画像のデータを計測した結果が数値で表示さ
れている。これらの医用情報は、送信される際のデータ量としてあまり大きくなく、例え
ば、図９に示す推奨プリセット（図８のケース２に該当）からすると、このようなデータ
量を持つ医用情報が超音波診断装置１から超音波診断画像処理装置２へ転送される医用情
報として適切となる。
【００６８】
　もちろん、推奨プリセットとの関係で、例えば、カラーモードの医用画像のみを転送す
るとしても、或いは、ＲＡＷデータ付きの医用情報を除く医用情報のみを転送する、とし
ても良い。また、優先度に関する情報が付加された医用情報のみを転送することも可能で
ある。
【００６９】
　転送対象となる医用情報の特定がなされたら、医用情報抽出部３３が特定された医用情
報をオリジナルデータの中から抽出する（ＳＴ１３）。これは記憶部１ｉ内に記憶されて
いるオリジナルデータの中から対象となる医用情報を取得する。
【００７０】
　取得された転送対象となる医用情報は、サブセットデータ生成部３４へと送信され、サ
ブセットデータが生成される（ＳＴ１４）。このサブセットデータ自体が超音波診断画像
処理装置２へ転送されることになる。サブセットデータ生成部３４では、生成するデータ
（医用情報）がサブセットデータであることを明確にするために、サブセットデータ情報
格納部３５からサブセットデータ情報を取得し、サブセットデータに付加する。このサブ
セットデータ情報が転送対象となる医用情報に付加されることによって、抽出元となった
オリジナルデータとの区別をつけることが可能となる。
【００７１】
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　サブセットデータ情報は、オリジナルデータとオリジナルデータの中から抽出された医
用情報とを区別するための情報であることから、区別が可能であればどのような情報であ
っても良い。また、サブセットデータ情報は、サブセットデータ情報格納部３５に記憶さ
せず記憶部１ｉに記憶させておくことも可能である。
【００７２】
　サブセットデータ生成部３４によってサブセットデータの生成がなされると、超音波診
断画像処理装置２に向けて通信制御部１ｈ、通信ネットワーク３を介して超音波診断画像
処理装置２へと転送される（ＳＴ１５）。
【００７３】
　なお、超音波診断画像処理装置２への転送に当たっては、転送対象となる医用情報に優
先度に関する情報が付加されているか否かによって転送の順番を変更しても良い。例えば
、優先度に関する情報が付加されている医用情報については、当該情報が付加されていな
い医用情報よりも優先して（順番として早く）転送することができる。一方、転送対象と
なる医用情報のいずれにも優先度に関する情報が付加されていない場合には、例えば、医
用情報が取得された時間を基準に転送処理を行っても良い。
【００７４】
　超音波診断画像処理装置２では、転送された医用情報（サブセットデータ）をデータ受
信部２１で受信し、データ処理部２２を介してデータベース２４へと格納する。
【００７５】
　但し、超音波診断画像処理装置２において受信した医用情報は、あくまでも超音波診断
装置１がおかれている状況（通信環境及び内部状況）下において、転送するに最適な医用
情報に過ぎない。換言すれば、状況が許せばオリジナルデータの全てを超音波診断画像処
理装置２へと転送するところを、通信環境等に応じて転送対象となる医用情報を選択して
転送している。従って、患者（被検体）の診断、治療に当たっては、転送された医用情報
を含む全ての医用情報（オリジナルデータ）が超音波診断画像処理装置２内に記憶（格納
）されていることが望ましい。
【００７６】
　そこで、本発明の実施の形態においては、転送対象となった医用情報を超音波診断装置
１から超音波診断画像処理装置２へと転送した後、別途オリジナルデータの全てを超音波
診断画像処理装置２へと送り、格納することとしている。
【００７７】
　図１３は、超音波診断画像処理装置２がオリジナルとなる医用情報を受信した際の格納
処理の流れについて示すフローチャートである。オリジナルとなる医用情報（オリジナル
データ）は、超音波診断装置１において、例えば、リムーバブルディスク１ｊといった記
憶媒体に記憶され、通信ネットワーク３を使用せず超音波診断画像処理装置２へと送られ
る。超音波診断画像処理装置２へのオリジナルデータの送付方法は、上述したように、例
えば郵便等といった方法がある。
【００７８】
　超音波診断装置１から届けられたオリジナルデータは、超音波診断画像処理装置２のデ
ータベース２４に格納される（ＳＴ２１）。具体的には、超音波診断画像処理装置２にお
いて、データ処理部２２の指示に基づき記憶媒体の中からオリジナルデータが読み込まれ
、データベース２４に格納される。この状態では、データベース２４内に新たに格納され
たオリジナルデータと、既に超音波診断装置１から転送されている当該オリジナルデータ
から抽出されたサブセットデータが格納されていることになる。
【００７９】
　データ処理部２２は、オリジナルデータ確認部２２ｂ（図４参照）においてオリジナル
データの患者情報、検査情報といった情報を確認し、これらの情報と同一の情報を持つサ
ブセットデータをサブセットデータ抽出部２２ｃを介してデータベース２４から抽出する
（ＳＴ２２）。ここでは患者情報等を基に該当するサブセットデータを抽出しているが、
抽出する際に参照する情報はどのような情報であっても良い。
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【００８０】
　またサブセットデータはサブセットデータ情報によってオリジナルデータとの区別をす
ることができることから、データベース２４内に格納されている情報のうち、サブセット
データ情報を有する情報、すなわちサブセットデータのみを抽出しておき、それら抽出さ
れたサブセットデータの中から格納されたオリジナルデータと関連するサブセットデータ
を抽出するようにしても良い。
【００８１】
　データベース２４から該当するサブセットデータが抽出されたら、判断部２２ｄは当該
サブセットデータを削除し、オリジナルデータのみがデータベース２４に格納される（Ｓ
Ｔ２３）。
【００８２】
　なお、ここでは超音波診断画像処理装置２に届いたオリジナルデータを一旦データベー
ス２４に格納した上で重複する内容を持つサブセットデータを抽出し削除しているが、オ
リジナルデータのデータベース２４への格納の前に重複する内容を持つサブセットデータ
を抽出、削除し、その後データベース２４に格納する方法であっても良い。
【００８３】
　上述した通り、サブセットデータは検査処理を行った超音波診断装置１が置かれている
環境下において転送するに最適な医用情報としていち早く超音波診断画像処理装置２へと
転送される情報である。この医用情報は、患者（被検体）の診断、治療において非常に役
立つ情報である。特に通信環境が安定しない状況下での転送も多いと考えられるため、オ
リジナルデータの中から最低限必要と思われる医用情報のみを選択して送信されることに
は大きな意味がある。一方で、転送されるサブセットデータは、あくまでも検査処理の結
果として得られた被検体の内部情報（オリジナルデータ）の一部に過ぎず、状況が許せば
できるだけオリジナルデータの全てが入手できた方が良いと考えられる。そこで、オリジ
ナルデータが取得された場合には、その一部であるサブセットデータをオリジナルデータ
とともに重複して記憶させず削除することとしている。これによって、超音波診断画像処
理装置２のデータベース２４のデータ格納容量の減少を抑えることも可能である。
【００８４】
　以上説明した構成、処理の流れを採用することによって、通信環境や自機の状態を把握
した上で、効率的、かつ、確実に医用情報を遠隔地に送信することのできる超音波診断装
置、医用情報転送システム及び医用情報転送プログラムを提供することが可能である。
【００８５】
　本発明の実施形態を説明したが、この実施形態は、例として提示したものであり、発明
の範囲を限定することを意図していない。この実施形態は、その他の様々な形態で実施さ
れることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、置き換え、変更を
行うことができる。この実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に含まれると共に、特
許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００８６】
　１　　超音波診断装置
　２　　超音波診断画像処理装置
　３　　通信ネットワーク
１０　　プリセット内容設定部
１１　　受信部
１２　　通信環境監視部
１３　　内部状況監視部
１４　　判断部
１５　　推奨プリセット記憶部
１６　　優先度設定部
１７　　送信部
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３０　　転送データ生成部
３１　　受信部
３２　　選択医用情報特定部
３３　　医用情報抽出部
３４　　サブセットデータ生成部
３５　　サブセットデータ情報格納部
３６　　送信部
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